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                     京 濱 支 部 報 よ り  

              （７月 15日付 第 46号 抜粋） 

  

 京浜支部は、馬城会の支部で唯一、支部報を定期的に発行しています。内容も記事や、会員の投

稿や動向、通信、事務局だより、物故者そして広告まで、多岐にわたり充実、読み応えがあります。  

  その一部の記事を、コピー、編集して転載します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 その他の主な執筆記事の見出しは、 

   『苦難を乗り越えてその先へ』    馬城会長  村山正之（高 13） 

      『相馬高校２年目の春に想う』    相馬高等学校長 菊田勇雄 

   『戦わんかな時至る』        相馬市長  立谷秀清 

    『人々の安寧を願い伝統の火を灯す』 南相馬市長 門馬和夫 

      『コロナも目に見れば怖くない？』  原 猛也（高 23） 

  などがありました。 

                           （８月４日 転載＆文責 村山） 


